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および Komai& lkari (1929)の報文に再録
されており，写真は実験所保存の記録写真集
にも残されている。ただし，写真版 (Plate





















掛図ヲ掲ゲタ. V ertical plankton net 
ヲ鯉ノ吹キナガシヨロシクノ態デ天井カ
ラブラ下ゲタ所ニハ俗人ノ装飾本性ガ遺
憾ナク発揮セラレテヲルガムシロコレハ
愛矯トイハネパナルマイ.J 
入来重盛氏の筆になるものと思われる。乙の
ヒザラガヒの解剖の実習風景の写真はどの報
文にも掲載されていないが，記録写真集には
残っており，またその際lζ使われた掛図も今
尚健在である。
駒井(編)(1939)の報文には，簡単な沿革
と業績目録および水族館の解説が加えられ
ている。そ乙で
「元来乙の水族館は実験所に於ける研究
用動物の飼育用に造られ，・H ・-設備等
の点で不十分な点あるは止むを得ない。
然し観覧者側l乙於いて研究的態度を以っ
て観るなら，得る処は諸地方の観覧用水
族館に優るものたる事疑ひない。」
と述べられた水族館は，年中無休で一般公衆
10銭学生生徒 5銭，飼養動物は無脊椎動物
100種脊椎動物50種とある。図や写真l乙示
された建物の構造および配置には，かなりの
改増築があった乙とが認められる。 Miyadi
& Utinomi (1952)の報文になると，さらに
手を加えられた建物とその配置が示されてい
る。 1946年12月に南海大地震によって被害
を受けたあと応急修復がされたとは言え，な
お創立当初の面影を留めていたと思われるが，
乙れが木造赤屋根時代の最後の姿となった。
以後は， 1962年の第4水槽室を度切りにコ
ンクリート造りの建物が増して行く乙とにな
る。乙の報文lとは，簡単な年譜，在職者名の
ほかに，臨海実習実施数および参加学生数，
外来研究者数，受入外国雑誌等一覧表が掲載
されている。
『畠島実験地』および Tokioka(1969)の
報文は，いうまでもなく， 1968年12月に国
費買上によって取得して実験地とした畠島に
ついて記述したものである。いずれも畠島の
海洋生物に主眼を置いて書かれている。前者
には畠島lと関する主要文献目録が添えられて
いる。畠島をはじめ田辺湾，白浜沿岸の海洋
生物と関係文献は，時間隆元所長および山本
虎夫氏の手になる次の文献にも詳しくまとめ
て解説されている。
『白浜町誌自然編白浜の自然』第3編海の
生物，白浜町， 1982. 
『瀬戸臨海実験所五十年史1922-1972j
や，京都大学七十年史および京都帝国大学史
の『瀬戸臨海実験所』は，いづれもその時点
までの実験所の歴史を要領よくまとめたもの
である。ただし，記述されている事柄には多
少の違いがあるので，後l乙出されたものを読
めば全て知れるというわけにはゆかない。それ
でも， ~瀬戸臨海実験所五十年史1922-1972J
は最も詳しく，なによりも実験所員自らが見
聞した事を自分の手で識し残そうとし，時々
の人々の姿が伝わって来るのがよい。実験所
の立地や開設にまつわる地方史的叙述もされ
ているが，乙の点、Iζ関連しては，次の文献が
参考になろう。
『瀬戸鉛山村村の日記j，白浜町誌編纂
委員会， 1968. 
『白浜温泉史j，白浜町役場観光課， 1961. 
国立大学臨海臨湖実験所要覧に収録された
記事は，外来研究者の利用案内になるように，
-49-
その時々の実験所の建物，設備，人員を示し
ている。 1983年.研究教育棟と学生宿泊棟
の改築完成を機lζ作った要覧『京都大学理学
部附属瀬戸臨海実験所J1(:記述されたと乙ろ
は，ほほ.現状である。保存建物として残す乙
とになった特別研究室と旧状のままの工作室
およびウインチ室，ならびに職員宿舎 1号お
よび2号を除いて，木造赤屋根の建物は消え
失せてしまった。昔を知る人からは昔を懐し
む声が聞乙えそうな現在の姿は，乙の年報の
所々に示されているとおりである。
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本館北側(実習室・講義室)
船舶(寒サ浦lζて)
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